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　女22，826

世帯数7，691

国民健康保険料（第4期）

　納期10月31日

今
月
の
こ
よ
み

▽
釧
日

薬
と
健
康
の
週
間
へ
2
3

日
ま
で
）

歯
科
技
丁
壬
試
験
（
2
0

日
ま
で
新
潟
）

秋
季
全
国
交
通
安
全
運

動
（
3
0
自
ま
で
）
理
美

餐
師
試
験
（
新
潟
）

結
核
予
防
週
間
（
31
日

ま
で
）
林
業
改
良
指
導

員
資
格
試
験
（
2
6
■
ま

で
新
潟
）

読
暫
週
間
（
釧
日
ま
で
）

子
供
の
保
健
衛
生
学
習

発
表
県
大
会
（
新
潟
大

和
ホ
ー
ル
）

秋
の
社
会
教
育
週
間

（
1
1
月
5
日
ま
で
）

自
動
車
税
第
二
期
分
約

期
限

的
せ

4第
、
し
ノ

＿1一
℃
し

麓
嚢
雛
嚢
蕪
難
雛
雛
羅

会
長
’
　
℃‘

村
山
市
長

県
道
改
修
に
猛
運
動

　
十
日
町
市
と
南
魚
塩
沢
町
と
を
結

ぶ
県
道
十
日
町
、
塩
沢
線
改
修
期
成

同
盟
会
は
去
る
九
月
二
十
六
日
栃
窪

峠
頂
上
査
盛
大
に
発
会
式
を
行
い
役

昌
な
ど
も
決
め
て
本
格
的
に
改
修
促

進
に
猛
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
日
は
秋
晴
れ
の
も
と

上
越
連
峰
を
望
む
頂
上
に
十
日
町
市

側
か
ら
村
山
市
長
、
樋
口
市
議
会
議

長
、
山
口
市
議
会
建
設
委
員
．
長
、
一

方
塩
沢
町
側
は
木
村
町
長
、
荒
川
町

議
会
議
長
ら
が
出
席
こ
の
ほ
か
十
日

町
、
六
日
町
両
土
木
出
張
所
地
元
関

係
者
な
ど
多
数
が
集
っ
て
開
か
れ
ま

し
た
。
南
魚
と
十
日
町
市
を
結
ぶ
道

路
は
こ
の
ほ
か
八
箇
峠
を
趣
え
る
十

日
町
、
六
日
町
線
を
は
じ
め
幾
つ
か

あ
り
ま
す
が
こ
の
十
日
町
、
塩
沢
線

纏
鹿疋Or

P　　　融‘

は
π
地
条
件
も
よ
く
将
来
非
常
に
有

望
視
さ
れ
て
い
る
県
か
ら
折
紙
付
き

の
道
路
で
地
元
の
強
刀
な
運
動
に
よ

っ
て
ま
す
ま
す
立
派
な
も
の
に
な
る

だ
ろ
う
と
い
う
明
る
い
見
通
し
の
あ

る
僧
．
路
で
あ
り
昨
．
甲
の
九
目
に
北
村

県
知
事
も
褐
察
に
来
て
地
元
の
改
修

に
つ
い
て
の
陳
情
を
き
き
ま
し
た
こ

の
日
の
発
会
式
で
改
修
運
動
の
母
体

と
な
る
役
員
を
選
出
い
た
し
ま
し
た

が
、
次
の
人
汝
が
そ
れ
ぐ
役
員
に

選
ば
れ
今
後
同
線
の
早
期
改
修
の
た

め
強
力
な
推
進
運
動
に
乗
り
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
会
長
H
村
山
謙
吉
（
十
日
町
市
長
）

▽
副
会
長
旺
木
村
卓
男
（
塩
沢
町
長
）

▽
副
会
長
既
尾
野
刺
次
（
塩
沢
区
長
）

▽
副
会
長
目
徳
永
秦
敏
（
十
日
町
市

　
山
ハ
箇
地
区
振
一
興
会
六
長
）

　
　
ぽ

ゆ
。
朔
、

ハ
鍾
岬

十
月
中
旬
か
ら
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
屋
囎
撫
転
膿
の
調
査

　
税
務
課
麿
は
．
新
、
増
、
改
築
家
屋
　
査
を
次
の
と
お
り
十
目
中
旬
か
ら
実

の
評
価
調
査
と
未
登
録
耕
枢
機
の
調
　
施
い
た
し
ま
す
か
ら
皆
様
の
ご
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
新
、
増
、
改
築
家
屋
の
評
価
調
査
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イ
、
建
築
基
準
法
の
確
認
を
得
て
建

築
さ
れ
た
塚
屋
に
つ
い
て
は
調
査
日

な
ど
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
確
認
の
必

要
が
な
か
っ
た
増
改
築
（
延
三
坪
以
，

下
）
に
つ
い
て
も
同
様
調
査
い
た
し

ま
す
。

ロ
、
本
年
度
中
に
全
部
反
は
一
部
取

り
こ
わ
し
家
屋
に
つ
い
て
は
年
末
ま

で
に
．
税
務
課
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

二
、
未
登
録
耕
頼
機
の
調
査

　
三
十
三
年
度
か
ら
耕
紙
機
が
軽
自
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動
車
と
し
て
課
税
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
既

登
録
さ
れ
課
税
さ
れ
た

に
耕
転
機
は
除
き
ま
す

が
、
本
年
耕
私
機
に
つ

い
て
屈
出
さ
れ
る
方
は
税
務
課
ま
で

お
出
で
下
さ
い
。
届
出
後
登
録
証
票

を
交
付
い
た
し
ま
す
。

大
豆
の
輸
入
は
ど

も
つ
な
る

　
食
用
油
は
大
豆
と
ネ
タ
ネ
が
原
料

で
あ
る
．
大
豆
の
需
要
は
年
間
約
百

二
、
三
十
万
ト
ン
が
見
込
ま
れ
て
い
る

が
、
こ
の
う
ち
国
内
産
大
豆
は
二
十

万
ノ
で
あ
と
百
万
ト
ン
は
外
国
か
ら
の

輸
入
で
ま
か
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ

火
の
用
心

き
き

が
最
近
油
の
消
費
が
ふ
え
て
い
る
の

で
政
府
で
は
来
年
七
月
こ
ろ
か
ら
大

豆
の
輸
入
を
自
田
に
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
。
外
国
大
豆
の
輸
入
を
自
田

に
す
る
と
、
最
も
影
響
を
う
け
る
の

が
国
内
大
豆
牛
産
者
で
国
内
の
大
豆

生
産
者
が
な
り
た
つ
よ
う
に
政
府
と

し
て
も
対
策
を
講
ず
る
必
要
か
ら
農

林
省
で
は
国
内
産
大
豆
を
全
部
買
上

げ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
場
合

の
買
入
れ
値
段
は
三
十
五
年
度
に
限

っ
て
六
〇
♂
当
り
三
千
二
百
円
の
予

定
で
あ
る
。

鰐鐡雛

☆
赤
い
羽
根
亮
行
費
曳
好

　
（
騨
認
塙
護
曜
し

「
全
学
連
の
む
す
こ
内
ち
よ
、
や
っ
ぱ
り

デ
モ
よ
り
こ
の
方
が
ゆ
卸
し
い
ね
呂
」
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な
器
舞
鵬

　
　
忙
よ
る
温
穀
〃

市
営
住
宅
入
居
者
申
込
受
付
け
に
つ
い
て

昭
和
三
十
五
年
度
建
設
（
川
治
地
区
）
の
市
営
住
宅
入
居
看
申
込
受
付
を

公
営
住
宅
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
左
記
の
通
り
公
募
致
し
ま
す
。

一
、
申
込
受
付
期
間
並
に
受
付
場
所

　
イ
、
受
付
期
間
　
自
昭
和
三
十
五
年
十
月
十
日
　
至
十
月
二
十
二
日

　
ロ
、
受
付
場
所
　
十
日
町
市
役
所
福
祉
事
務
所

二
、
申
込
受
付
の
住
宅
内
容

　
イ
、
住
宅
種
別
第
二
種
（
木
造
平
屋
建
瓦
葺
）

　
ロ
、
戸
数
二
十
戸

ハ
、
聞
取
襟
羅
驚
麟
額
曝
、

　
二
、
月
額
予
定
家
賃
　
一
、
六
〇
〇
円

　
ホ
、
場
所
十
日
町
而
大
字
川
治
谷
内
丑
一
三
四
八
ノ
ニ

　
ヘ
、
入
居
月
日
　
十
一
月
一
日
の
予
定

三
、
入
居
資
格
の
概
要

　
イ
、
本
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
者

　
ロ
、
現
に
同
居
し
叉
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

　
ハ
、
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
者

　
二
、
毎
月
の
収
入
が
一
万
六
千
円
位
の
こ
と

四
、
そ
　
の
　
他

　
本
公
告
以
外
の
市
営
（
県
営
）
住
宅
入
居
希
望
は
現
在
空
い
て
い
ま

　
ぜ
ん
が
入
居
申
込
み
を
受
付
け
ま
す

　
昭
和
三
十
五
年
十
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
日
町
市
役
所

申
込
み
は
お
早
く
〃

〔
鞭
鵜
齢
轍
融
獺
U

融
公
庫
利
用
者
が
増

加
し
年
末
近
く
な
り
ま
す
と
申
し
込

み
が
殺
到
い
た
し
ま
す
の
で
な
る
べ

く
十
月
中
に
お
申
し
込
み
さ
れ
る
よ

う
お
ね
が
い
致
し
ま
す
。

一
、
貸
付
対
象
事
業
資
金
（
運

　
転
、
設
備
）
を
必
要
と
す
る
中
小

工
業
者

一
、
貸
付
限
度
　
個
八
一
〇
〇
万
円

　
以
内
、
法
人
二
〇
〇
万
円
以
内

一
、
貸
付
利
率
　
年
九
分
三
厘
（
日

　
歩
二
銭
二
厘
五
毛
）

一
、
貸
付
期
間
　
二
〇
《
五
〇
ヵ
月

一
、
返
済
方
法
月
賦
そ
の
他

一
、
申
込
場
所
　
十
日
町
市
役
所
、

　
商
工
会
議
所
、
大
光
相
互
銀
行

硫
安
の
価
格
は
す

え
お
き

　
硫
安
は
国
内
価
格
と
国
外
価
格
と

二
本
建
て
の
値
段
が
つ
け
ら
れ
て
い

て
輸
出
す
る
と
き
は
国
内
価
格
よ
り

す
っ
と
安
い
値
段
で
売
ら
れ
て
い

る
。
国
内
の
最
高
販
売
価
格
と
輸
出

価
格
と
の
薙
が
硫
安
の
輸
出
赤
字
で

七
月
末
に
は
百
五
十
億
円
赤
字
と
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
恋
硫
安
メ
ー
カ
ー

は
ご
の
輸
出
赤
字
を
な
く
す
よ
う
に

政
府
が
対
策
を
講
じ
て
く
れ
な
い
こ

と
に
は
新
し
い
肥
料
年
度
（
八
月
～

七
月
）
か
ら
硫
安
の
価
格
を
決
め
る

相
談
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
拒
否
し

た
た
め
三
十
四
肥
料
年
度
の
価
格
が

そ
の
ま
ま
引
継
が
れ
る
ご
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
硫
安
価

格
の
引
下
げ
は
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
わ
け
。

自衛官採用試験

　期日　10月22日
　会場　十日町保健所

　　　　申込は試験当日まで

　　　　市役所市民課へ

ノ
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ピ
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ダ
き
こ
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ロ
じ
り

W
災
害
復
旧
の
促

い
進
を

V
　
　
　
　
　
七
月
＋
三
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、
（
⊃
ー
購
．
’
覧
《
4
ロ
、
～
一
監

の
復
旧
を
題
っ
て
お
り
ま
す
が
そ

の
後
は
ど
う
な
っ
て
お
り
ま
す
か

　
　
　
　
　
（
川
治
一
農
民
）

お
答
え
　
今
回
の
災
害
に
は
土
木

出
張
所
、
耕
地
出
張
所
、
市
役
所

と
も
土
曜
、
日
曜
を
休
ま
す
災
害

復
旧
の
促
進
に
努
力
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
国
、
県
の

事
業
分
を
除
い
て
一
般
土
木
は
お

盆
前
に
緊
急
査
定
分
五
ヵ
所
を
受

け
一
部
は
す
で
に
入
札
を
済
ま
せ

完
工
を
急
い
で
お
り
ま
す
。
そ
の

他
国
庫
負
担
災
害
分
十
五
刀
所
一

千
百
八
十
二
万
一
千
円
は
十
七
日

よ
り
五
日
間
の
本
査
定
を
受
け
早

期
完
成
を
国
．
県
に
要
望
し
て
お

　
　
　
　
　
ロ
リ
こ
く
シ
ミ
の
ロ
ヘ
プ

り
ま
す
。
災
害
以
外
の
市
の
単
独
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

災
害
は
百
二
十
五
ヵ
所
余
り
で
本
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ

年
中
に
仕
事
が
終
る
よ
う
努
力
中
’

書
ま
す
（
轟
馨
・
訟

方
農
業
災
害
に
つ
い
て
は
国
庫
負
濯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

担
災
害
分
七
十
四
ヵ
所
三
千
五
百
、

七
万
八
千
円
に
つ
い
て
第
三
次
の
｝

査
定
が
終
り
用
水
路
を
第
一
に
緊
御

急
を
要
す
る
も
の
か
ら
順
次
仕
事
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

に
菅
手
し
て
お
り
ま
す
。
負
担
割
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

合
は
国
費
六
十
五
％
、
市
費
二
十
“

％
、
地
元
負
担
十
五
％
で
三
万
円
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

か
ら
十
万
円
の
小
災
害
は
十
月
下
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

旬
か
ら
十
一
月
初
旬
に
百
五
十
ヵ
　
｝

所
余
り
の
県
査
定
が
あ
り
、
決
定
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

次
第
仕
事
を
進
め
た
い
。
県
補
助
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

は
施
設
災
害
に
三
十
五
％
、
農
地
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

災
害
二
十
五
％
が
内
定
さ
れ
市
費
、

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
一
万
円
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

以
上
五
万
円
未
満
の
災
害
に
つ
い
》

て
は
市
費
二
十
七
％
の
補
助
に
よ
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

り
復
旧
す
べ
く
仕
事
を
進
め
て
お
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

り
ま
す
。
　
（
市
産
業
課
）
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窃・

交通止橋梁災害復旧工事のため、

江道もつくり沢以遠はつぎのとおり諸車の交

通ができません。

　◎工事の場所

　　　①市道赤倉線江道もつくり沢

　　　②市道赤倉線津池水尻沢橋

　◎交通止の期間

　　　自昭和35年10月20日

　　　至昭和35年11月25日

　◎迂廻路なし

国民年金国民年金の強制加入者・任
の届出を意加入者及び保険料免除申

請の受付が10月1日から開始されております

が市では本庁や出張所に遠い所では部落ごと

に係員が出張して受付けることにしましたか

ら漏托なく　暦出をするようにして下さい。

日程は市政事務の嘱託員の方を通じておしら

せしますので当日印鑑を持つて届出をして下

さい。

酒類密造防　†目町税務署から0）お知ら

止について　せで酒の密造は毎年取締り

をやつているがなかなか完全防止ができませ

ん。そこで今年は密造が最も多いとみられる

地域に標柱を建て啓蒙に努めるとのことです

から皆様のご協力をお願いいたします。

小児マヒ小児マヒの予防接種希望申
予防接種込み下さいましたご家庭に

対し今回ようやくワクチソの割当がきました

のでつぎのように実施します。

　接種当目第1、2回分料金1人1，500円持参下

さい。個人通知票（黄色の用紙）を忘れないで

持参下さい。尚会場はどこでもよろしいです

地区名 第ゴ第二回目1回目
時　間 場　　所

一　　一　ユ　ー　』　　一　一　一　一

十日町’新
座’大井田

一　一1

10，2α11．10

　　

午後1．30
　《ゴ3，00

十目町
＿一、市役所

中　　　条10・11110・25に
｝
午
後 1，30
～2，3・1中条出張所

川治’六箇　　110，17iU，71

　　1

午後1，30
　《プ2，30 川治公民

下　　　条11，2gll2，12

　　1

午後1，30
　《プ2，30 下条出張所

吉　　　田
　　1
10，1αH，9
　　｝

午後1，30
　＾ゴ2，30 吉田出張所
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上ノ、

箇
小
近
く
完
成

　
　
　
十
日
町
小
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
　
　
打
ち
始
ま
る

　
十
日
町
小
学
校
と
六
箇
小
学
校
の

二
つ
の
小
学
校
建
築
は
い
す
れ
も
工

事
が
順
調
に
進
み
、
六
箇
小
学
校
は

す
で
に
全
工
事
の
八
割
を
完
了
し
て

十
一
月
上
旬
竣
工
式
の
予
定
で
い
ま

最
後
の
仕
上
け
に
懸
命
で
す
。

◎
＋
日
聞
小
学
校

　
去
る
八
月
一
日
竣
工
式
が
行
わ
れ

建
築
坪
数
五
百
三
坪
工
事
費
三
千
百

万
円
（
本
工
箏
）
で
加
賀
田
組
に
よ

っ
て
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
任

ま
で
の
進
渉
状
況
は
去
る
十
五
日
か

ら
一
階
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち

が
は
じ
ま
り
十
一
月
末
ま
で
に
主
体

工
串
が
完
了
す
る
予
定
で
急
ピ
ッ
チ

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

校
舎
の
配
置
は
ご
承
知
の
と
お
り
三

つ
に
区
分
さ
れ
屋
外
グ
ラ
ン
ド
の
下

が
屋
内
運
動
場
つ
ぎ
が
一
般
校
舎
二

棟
で
こ
と
し
は
普
通
教
室
一
棟
の
半

分
を
第
一
期
工
事
と
し
て
十
五
教
察

が
で
き
あ
が
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

◎
山
ハ
箇
小
学
校

　
去
る
八
月
中
旬
着
工
、
普
通
校
舎

二
百
六
十
八
坪
、
屋
内
運
動
場
六

七
坪
、
工
事
費
九
百
四
十
万
円
（
本

工
事
）
で
池
田
組
の
請
負
で
施
工
さ

れ
ま
し
た
が
工
事
は
予
想
以
上
に
は

か
ど
り
十
一
月
上
旬
に
は
竣
工
式
が

で
き
る
と
い
う
進
渉
ぶ
り
で
最
後
の

仕
上
げ
工
事
に
と
り
か
か
っ
て
お
り

ま
す
。
な
お
校
舎
は
普
通
教
室
六
室

特
別
教
室
二
室
で
本
造
建
で
す
が
材

料
か
よ
く
し
っ
か
り
し
た
立
派
な
も

の
で
す
。

三
千
五
百
余
万
円
が
パ
ス

　
　
　
　
　
　
七
月
水
害
査
定
絡
る

　
去
る
七
月
水
害
に
よ
る
農
地
、
農

業
用
地
施
設
及
び
農
業
施
設
の
霞
犀

補
助
災
害
復
旧
事
業
は
去
る
八
月
五

日
か
ら
の
第
一
次
査
定
に
続
い
て
八

【写真説明】

上コソクリートがはじまつ

た十日町小学校の一階部分

鞭曽灘範睾難羅競鞍鄭毫黍薙雛嚢曇重灘

電
気
器
具
を
ご
使
用
に
な
る
よ
う
に

心
が
け
て
下
さ
い
。
受
信
障
害
対
策

中
央
協
議
会
で
は
雑
音
を
な
く
し
て

朋
朗
な
ラ
ジ
オ
が
聴
け
る
よ
う
に
し

叉
は
美
し
い
テ
レ
ビ
が
視
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
十
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
全
国
一
斉

に
雑
音
一
掃
運
動
を
塞
地
す
る
こ
と

に
な
り
、
当
地
方
協
議
会
で
も
モ
デ

ル
地
区
を
指
定
し
て
こ
の
運
動
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
現
在
雑
音

で
お
困
り
の
ご
家
庭
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
遠
慮
な
く
最
寄
り
の
放
送
局
、

電
力
会
社
、
ラ
ジ
オ
商
へ
申
し
出
て

下
さ
れ
ば
実
費
寮
雑
音
を
防
止
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
質
流
れ
品
公
売

今
回
市
営
公
質
舗
で
は
昭
和
三
十

四
年
度
分
ま
で
の
入
質
品
で
流
質
し

た
品
物
を
つ
ぎ
に
よ
り
公
売
い
た
し

ま
す
か
ら
多
数
御
来
場
お
待
ち
い
た

し
ま
す
。
期
日

　
十
一
月
七
日
　
十
目
町
公
民
舘

　
時
間
　
午
前
九
時
よ
り

　
　
　
　
午
後
三
時
ま
で

　
品
目
　
衣
類
そ
の
他

　
期
日

　
十
【
月
八
日
吉
田
出
張
所

　
時
間
　
午
前
九
時
よ
り

　
　
　
　
午
後
三
時
ま
で

　
品
目
衣
類
そ
の
他

　
期
日

　
十
一
月
九
日
　
下
条
出
張
所

　
時
間
午
前
九
時
よ
り

　
　
　
　
午
後
三
時
ま
で

　
品
目
衣
類
そ
の
他

　
尚
公
売
の
た
め
、
十
一
月
七
日
、

八
日
、
九
日
は
質
入
、
受
、
質
は
休

業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下完成間近い六箇小学校

六
割
五
分
、
農
地
は
五
割
の
補
助
率

で
す
が
残
り
は
起
債
及
び
受
益
者
負

担．

で
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
、
事
業
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
災
害
復
旧
事
藁
の
総
括
表
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

実
費
で
雑
昔
防
止

　
ご
家
庭
で
楽
し
く
ラ
ジ
オ
を
聴
い

て
い
る
の
に
音
が
ひ
す
ん
だ
り
叉
テ

レ
ビ
を
視
て
い
る
最
甲
に
テ
レ
ビ
の

回
面
が
く
す
れ
た
り
し
ま
す
と
不
愉

快
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
最
近
種
女

な
電
気
器
具
の
普
及
に
伴
っ
て
電
気

器
具
か
ら
発
生
す
る
雑
音
に
よ
っ
て

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
が
妨
害
を
受
け
て

い
る
た
め
で
あ
り
ま
す
か
ら
雑
音
の

で
な
い
電
気
器
具
を
ご
便
用
に
な
る

か
碓
音
防
止
器
を
取
り
付
け
て
あ
る

蝿翻灘

一驚
葉
足
し
て
き

　
乙
の
こ
ろ
で
す
。
臼
サ
イ
は
な
ん

　
と
い
っ
て
も
洗
っ
て
生
の
ま
ま
サ

　
ラ
ダ
に
使
っ
て
も
お
い
し
い
し
。

　
そ
の
ほ
か
ダ
イ
コ
ン
カ
ブ
、
ニ
ン

　
　
　
ヨ
　
ノ

　
今
年
の
立
冬
は
十
一
月
七
日
、

こ
の
日
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
そ
ろ
そ

ろ
初
霜
が
北
国
以
外
の
各
地
で
も

み
ら
れ
冬
が
か
け
足
で
や
っ
て
き

ま
す
。

衣
ま
す
冬
着
、
な
か
で
も
防
寒

物
に
重
点
を
お
き
ま
し
よ
う
。
は

た
ら
き
着
と
く
つ
ろ
ぎ
曽
も
冬
の

寒
さ
に
備
え
て
用
意
し
ま
す
。
特

に
は
た
ら
き
着
は
手
足
が
動
き
や

す
く
保
温
性
に
富
む
も
の
を
。
室

内
で
の
く
つ
ろ
ぎ
着
は
男
女
、
子

供
と
も
す
そ
の
長
い
も
の
が
あ
た

た
か
い
。
都
市
、
農
村
の
生
活
様

式
に
合
わ
せ
て
用
意
い
た
し
ま

す
。
寝
具
も
の
冬
の
生
活
で
．
は
重

要
な
要
素
で
す
。
不
十
分
な
も
の

は
早
め
に
整
え
ま
し
よ
う
。

食
夏
野
菜
が
終
っ
て
ど
う
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

ジ
ン
、
ホ
ウ
レ
ン
草
も
豊
冨
に
出

回
る
の
で
こ
れ
ら
を
色
汝
と
り
あ

わ
せ
て
十
分
に
め
し
あ
が
っ
て
下

さ
い
。
お
魚
で
は
秋
サ
バ
が
出
回

り
ま
す
。
値
段
も
や
す
く
栄
養
も

豊
富
で
す
。
こ
と
し
は
肉
類
が
た

い
へ
ん
高
い
よ
う
で
す
か
ら
魚
の

利
用
を
よ
く
考
え
ま
し
よ
う
．
こ

れ
か
ら
冬
に
む
か
っ
て
体
を
あ
た

た
め
る
に
は
タ
ン
パ
ク
、
脂
肪
、

野
菜
を
豊
富
に
デ
ン
プ
ン
を
控
え

目
に
す
る
の
が
よ
い
そ
う
で
す
。

農
家
で
は
と
り
入
れ
、
脱
穀
の
調

整
、
麦
ま
き
と
こ
と
し
最
後
の
い

そ
が
し
さ
で
す
が
、
こ
の
重
労
働

に
た
え
る
食
事
を
涯
備
す
る
の
も

農
村
婦
人
の
た
い
せ
つ
な
お
役
目

で
し
よ
う
。

住
ま
す
冬
の
暖
房
プ
ラ
ン
を
た

て
る
こ
と
。
ご
自
分
の
家
の
寒
さ

に
対
す
る
長
所
、
短
所
を
よ
く
調

べ
、
部
屋
の
構
造
や
必
要
な
燃
料

費
と
家
計
費
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え

て
も
つ
と
も
よ
い
暖
房
機
具
を
用

意
い
た
し
ま
し
よ
う
。
案
外
に
室

内
の
保
温
に
役
立
つ
の
は
カ
ー
テ

ン
で
す
。
タ
タ
ミ
や
建
具
類
の
は

り
か
え
は
な
る
べ
く
早
目
に
お
わ

り
ま
し
よ
う
。
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別種業事

　
設
　
施
　
用
　
業
①
農

　
地

⑨
農

｝

設施用業
③
曾

計合

来
月
か
ら
種
痘

　
　
該
当
者
は
も
れ
な
く

　
昭
和
三
十
五
年
度
秋
季
の
定
期
種

痘
を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
か
ら
も
れ
な
く
受
け
ま
し
よ
う
。

第
一
期
該
当
者
“
昭
和
三
十
五
年
一

月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
生
れ

定期種痘実施日程表
　　（検診日の時間は接種時間とほぼ同

た
も
の
、
昭
和
三
十
四
年
七
月
一
日

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
生
れ
た

も
の
で
今
春
実
鹿
し
な
か
っ
た
も
の

第
二
期
該
当
者
H
昭
和
三
十
六
年
四

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
も
の
。

第
三
期
該
当
者
旺
小
学
校
六
年
生
。

接
種
料
金
一
人
十
円
。

（単位千円）表括総

　月日
11．15
11．15
11．17
11．17

時　　　　　1場　　只 検：診　ヒ1 該’者
1．2．3期

　〃
　ク
　〃

地区
否
田
地
区

’窒鵯：88灌留鍛
’？：鵯：881鋸燦

11．22
11．22
11．24
11．24

11．17
11．18
11．18
11．21
11．21

1．30～3．30中　条小学校
2．00～2．30枯木又分　校
3．00～3．301飛　二小学校
ム38縁1隔ツ螺鑛

一
ll．24
11．25
11．25
11．28
11．28

一
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃

一　『　　

　中
　条
　地
　区

「丁「8
　11．15
　11．18

1搦、
　ll．25

、』菊ん⊇丁2σ下　条出張所一
2．00～2．3σ東下組小学校
二．00～3．00i下　条小学校

1：網：18…繕繰
1．30～3．301川治公民舘

11．14
11．21
11．24
11．29

12．1
12．2

1；1糊、襲

言2期陣

下川

11．23

12．6
11．29
11．30

12　1

n　jσく7－3ヌ夏十 臼n町雨役所

1：搬塞：881霧日齢纂

ン18騒8　大井慰鑛

｝　12．5
　12．13
　12．6
　12．7
　12　8

一禰青
1，2，3賜町
　〃　　　地
　〃　　区

＄0

　
鉢
の
石
ぽ
と
け

　
　
　
　
　
　
山
ハ
年
庭
野
芳
男

六
日
は
ぼ
く
た
ち
の
遠
足
だ
っ

た
。
こ
の
日
は
天
気
が
あ
ま
り
よ
く

な
い
の
で
単
校
ま
で
旗
が
出
て
い
る

嬉（璽

か
見
に
い
っ
た
。
こ
の
旗
は
遠
足
が

あ
れ
ば
出
て
い
る
し
、
な
け
れ
ば
出

て
い
な
い
。
学
校
に
は
だ
れ
も
い
な

く
て
静
か
だ
っ
た
。
国
旗
け
い
よ
う

と
う
に
は
な
に
も
み
え
な
い
。
遠
足

が
あ
れ
ば
赤
旗
が
出
る
は
す
な
の
に

お
か
し
い
な
あ
と
思
い
時
計
を
見
た

ら
六
時
を
ご
し
て
い
た
。
少
し
た
つ

と
小
さ
な
一
年
生
の
顔
も
少
し
見
え

て
き
た
。
み
ん
な
の
顔
は
う
れ
し
そ

う
だ
っ
た
が
、
ぽ
く
だ
け
が
心
配
だ

っ
た
。
天
気
予
報
は
く
も
り
と
き
ど

き
雷
雨
か
に
わ
か
雨
と
い
っ
て
い
た

の
が
心
配
だ
。
や
が
て
国
旗
け
い
よ

う
と
う
に
赤
い
旗
が
す
る
す
る
と
昆

る
ま
の
う
ち
に
上
ワ
て
い
っ
た
の
で

心
配
の
種
は
な
く
な
り
、
み
ん
な
は

う
れ
し
そ
う
に
準
備
に
帰
っ
て
い
っ

た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
出
発
の
時
間
に

な
っ
て
き
た
。
り
五
ン
と
い
う
音
に

み
ん
な
い
っ
せ
い
に
動
き
出
し
並
ん

だ
。
ぼ
く
た
ち
五
、
六
年
生
の
行
き
さ

き
は
鉢
の
石
ぼ
と
け
だ
。
ぞ
ろ
ぞ
ろ

と
長
い
れ
つ
を
作
り
お
母
さ
ん
方
に

手
を
ふ
り
な
が
ら
鉢
の
石
ぼ
と
け
に

向
っ
た
。
ず
ん
す
ん
歩
き
あ
さ
が
わ

ら
の
た
め
池
で
休
け
い
を
し
た
。
た

め
池
の
水
は
き
れ
い
だ
っ
た
。
先
生

は
目
的
地
ま
で
あ
と
二
時
間
く
ら
い

だ
と
い
い
な
が
ら
進
ん
だ
。
や
が
て

雨
が
ぽ
つ
ぽ
つ
ふ
っ
て
き
た
が
雨
具

を
か
ぷ
っ
て
雨
を
は
ね
か
え
す
よ
う

な
気
持
で
進
ん
だ
。

　
鉢
の
石
ぼ
と
け
は
山
の
お
く
の
方

に
あ
っ
て
坂
を
の
ぼ
り
お
り
し
て
よ

う
や
く
十
一
時
こ
ろ
目
的
地
の
鉢
の

石
ぽ
と
け
に
つ
い
た
。
石
ぽ
と
け
と

い
う
名
の
よ
う
に
石
の
ほ
と
け
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
。
こ
こ
は
十
日
町
の

か
ん
こ
う
地
に
な
っ
て
い
て
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
な
ど
が
毎
年
く

あ
た
ご
や
ま
に
い
て
お
も
し
ろ
か

っ
た
。
あ
そ
ん
で
い
た
ら
あ
め
が
ふ

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
雨
は
す
乙
く

な
い
。て
っ
ぽ
の
た
ま
が
、
で
か
か
っ
た

で
し
た
。
た
か
か
っ
た
で
し
た
．

　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

二
、
ぐ
ら
ん
ど
　
　
　
　
て
る
あ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
お

　
ぼ
く
は
ぐ
ら
ん
ど
で
、
ひ
ろ
あ
き

く
ん
と
、
お
に
ぎ
り
を
た
べ
ま
し
た

」
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旧
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亀

る
の
だ
と
先
生
が
お
し
え
て
く
れ
ま
』

し
た
。
鉢
の
石
ぼ
と
け
に
は
ふ
ん
す

い
が
あ
っ
た
が
そ
こ
に
は
水
が
で
て

い
な
か
っ
た
。
池
も
あ
っ
て
さ
か
な

が
少
し
い
た
。
上
に
は
小
さ
な
お
寺

が
あ
っ
た
。
お
昼
を
食
べ
終
る
と
雨

が
ふ
っ
て
き
て
み
ん
な
が
お
寺
の
中

で
雨
の
や
む
の
を
ま
っ
て
い
た
。

　
え
ん
そ
く
の
こ
と

一
、
あ
た
ご
や
ま
　
　
　
け
い
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い
さ
く

ぐ
ら
ん
ど
歪
は
、
ば
っ
た
が
と
れ
な

い
の
で
、
な
ら
ん
廼
下
へ
い
き
ま
し

た
。

　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

三
、
お
ん
た
け
さ
ま
　
　
　
よ
し
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の

　
お
ん
た
け
さ
ま
の
、
い
し
だ
ん
を

あ
が
っ
て
、
は
ら
の
ほ
う
に
い
っ
て

お
や
つ
を
た
べ
は
鴨
め
ま
し
た
ら
、

あ
め
が
ふ
っ
て
き
た
の
で
、
は
ら
を

ま
わ
っ
て
か
え
り
ま
し
た
。
い
し
だ

ん
が
二
ひ
や
く
も
あ
っ
た
の
で
、
び

つ
く
り
し
ま
し
た
。

　
干
手
発
電
所

　
　
　
　
三
年
　
大
久
保
マ
サ
子

　
さ
か
道
を
、
く
ね
く
ね
と
ま
が
り

な
が
ら
「
は
ら
が
へ
っ
た
。
」
と
口

口
に
い
い
な
が
ら
、
お
り
て
行
く
と

大
き
な
み
す
う
み
の
よ
う
な
の
が
見

え
て
き
ま
し
た
．
て
っ
と
う
も
、
た

く
さ
ん
見
え
ま
す
。
や
っ
と
発
電
所

に
つ
き
ま
し
た
。
小
さ
な
雨
が
だ
ん

だ
ん
や
ん
で
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。
そ
し
た
ら
発
電
所
の
入
口
か

ら
四
、
五
人
の
男
の
人
が
出
て
来
ま

し
た
。
先
生
と
何
か
話
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
う
ち
に
、
先
生
が
「
発

電
所
の
人
が
、
そ
こ
の
に
わ
を
か
し

て
く
だ
さ
る
そ
う
だ
か
ら
紙
を
ち
ら

か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
お
や
つ
を

食
べ
て
も
よ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
み
ん
な
ど
っ
と
と
ん
で
い
づ

て
石
や
し
ば
ふ
に
こ
し
を
お
ろ
し
て

キ
ャ
ラ
メ
ル
や
く
り
な
ど
を
食
べ
は

じ
め
ま
し
た
。
わ
た
く
し
は
い
も
う

と
の
ヒ
ロ
午
や
ゆ
き
子
さ
ん
な
ん
か

と
、
か
き
や
お
か
し
を
食
べ
ま
し

た
。　
発
電
所
の
人
が
紙
く
す
か
ご
を

二
つ
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
に
ま
た
ぽ
つ
ん
と
小
さ
な
雨
が
ふ

っ
て
き
ま
し
た
。
ピ
ー
と
ふ
え
が
な

り
ま
し
た
。
み
ん
な
な
ら
び
ま
し

た
。
「
雨
が
い
っ
ぱ
い
ふ
ら
な
い
う

雛

ち
に
、
発
電
所
の
中
を
見
せ
て
も
ら

う
こ
と
に
す
る
」
と
先
生
が
お
っ
し

ゃ
っ
て
、
三
年
の
女
子
、
三
年
男
子

四
年
男
子
、
四
年
女
午
の
四
ぱ
ん
に

分
れ
て
あ
ん
な
い
人
の
後
に
つ
い
て

発
電
所
の
中
に
は
い
っ
て
い
き
ま
し

た
。


